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3.

本書は、交野市教育委員会が、昭和63年度国庫補助事業 (総額1,600

,000円、国庫補助50%、 府補助25%、 市負担25%)と して実施 し

た交野市内における埋蔵文化財発掘調査の概要報告書である。

発掘調査は、交野市教育委員会が実施 し、社会教育課の奥野和夫、

山口博志が担当した。

本書の作成及び遺物の整理にあたっては、府立交野高校教諭小貫

充、小川暢子、斉藤登美子、好光直子、竹内毅、大場一、諸氏の

協力を得た。

4.調査の実施に際しては、大中寿之、大中俊文、船吉仙旬、鳴澤泰

彦、北村尚博、永井敏勝、真鍋成史、丹羽享、諸氏の協力を得た。



は し が き

昭和63年 8月 より本市教育委員会にて実施いたしました交野市寺

南野の交野高校敷地内に存在する東車塚古墳の発掘調査は、盗掘さ

れることなく埋葬当時のままで出土した副装品や、全国でも例のな

い長い本棺の発見という輝かしい成果を挙げることができました。

尚、引き続き開催されました現地説明会には、市内のみならず各地

から1000名以上もの人々が見学に来られ、考古学研究者のみならず

一般の考古学ファンをも魅了した次第でございます。

また、このような輝かしい調査の他にも、昨年度と同様、土木工

事に伴 う緊急発掘調査を数多く実施いたしました。

これらの調査は、誠に地道な調査ではございますが、東車塚古墳

をはじめとする周知の遺跡の成立過程及び遺跡の範囲確認をはじめ、

できるかぎり検出された遺跡を保存するためにも欠かせないもので

ございます。

本年度は、主に寺村追跡、森遺跡、交野郡衡跡の緊急発掘調査を

実施し、それぞれ成果を挙げることができました。調査結果につき

ましては本書に記述してあるとおりでございます。

来年度につきましても、数多くの発掘調査の予定がされておりま

す。つきましては、今後とも皆様方のよリー層の御指導、御協力を

賜わりますようお願い申し上げます。

交野市教育委員会

教育長伊 藤 史 朗



第 1章 1988年度交野市内追跡群発掘調査概要

昭和 63年度、交野市内 において 513作 の建築確認申請 があった。 この うち、周知
の「埋蔵文化財包蔵地」 に関 わる 20件 については、文化財保護法第 57条 2及び 3に
よる発掘届出 を行 い、 その内 13件 について試掘及び発掘調査 を実施 し、その他 につい

ては立会調査等 を実施 した。

また、周知の「埋蔵 文化財包蔵地」以外 の地域 についても遺跡 の存在の可能性 のあ

る 9件については、試掘及 び立会調査 を実施 した。

本年度、交野市教育委員会 が、国庫補助事業 にて実施 した調査 については、以下の

一覧表の とお りで ある。

表 1 1988年度発掘調査一覧表

調査区 遺 跡 名 申 請 者 所 在 地 面積 (∬ ) 備 考

1 森
交野市土地開発公社

北 田 輝 雄

交野市森南

1丁目294,388
300,00 別途報告書「森遺跡 I」 に記載

(補助対象外)

の
る 寺

キ
Ｊ
■
イ 畠 山 萩 枝

交野市寺 1丁目

277-1,278
277.98 本書 3ページ

3 寺
キ
Ｊ
泰
↑ 奥  一 枝 交野市寺1丁目

263-3
143.31

3m※ lmの トレ ンチ を設 定。
地 表 下 09mま で掘 り下 げ る。
砂 層 が続 く。遺 物 遺 構 な し。

森 大 門 康 剛
交野市森南

3丁目713
430.00

2m× lmの トレ ンチ 2箇所 設 定 。
08mま で掘 り下 げ る。
地 山確 認 で きず。遺 物 ・遺構 な し。

5 天田神社 井 上 行 雄
交野市私市

1丁目163
93.28

15m× lmの トレ ンチ を設 定。
地 表下 05mに て地 山 とな る。
遺 物 ・遺 構 な し。

6 東車塚古墳
交野市教育委員会

伊 藤 史 朗 交野市寺南野
220.00 別途、報告書作成中。

(補動対象外)

7 倉治小学校西 岡 山 正 男
交野市倉治

2丁目674-1
639.45

10m× lmの トレ ンチ を設定 す る。
地 表下 (旧耕 作 面 )04mに 包含層 の可 能 性 の あ
る層 を確 認 す るが、 工 事 によ る遺構 へ の影 響 が

ないため、層 の確 言忍の み に とどめ た。

8 外殿垣内 吉 井 幸 男
交野市藤が尾

5丁目169-1
432.58

2m※ 15mの トレンチ1箇所 と、 2m× 2mの
トレンチを 2箇所設定する。
1.6rnま で掘 り下げたが盛上が続いていた。

9 倉 治 東 豊田久美子
交野市東倉治

5丁目217329
106.40

4m× lmの トレ ンチ を設 定。
全体 を地 表下 1 5rnま で下 げ、一部 を 18mま で
下 げ る。砂 層 が続 く。 遺 物 ・遊構 な し。

交野郡衡跡
玄 藤  勝
玄 藤 ミエ

交野市郡津

3丁目1442-2
241.32

2m× 2mの トレンテを 2箇所設定。地表下 1_4
mま で掘 り下

`デ

たが、1.lmの ところで旧耕作面
となり、工事による迫構への影響は全 くないた
め、調査 をとどめた。

11
交野郡衡跡
長宝寺跡 今 堀 寛 治

交野市郡津

1丁目3772
304.68 本書14ページ

森 北 不↓H召 三
交野市森南

1丁目247-1
296.64

15m× lmの トレ ンテ を設 定。
地 表下 0.3mま で下 げ る。秒 層 が続 く
追 物 ・遺構 な し。

森 向 井 知 子
交野市森南

2丁目648
360.58

4m× lmの トレンチを設定。
地 表下 0_21n～ 04mで 地 山。
遺 杉・ 遺構 な し。

-1-



図 1 1988年度交野市内発掘調査位置図
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第 2章 寺 村 追 跡 調 査 報 告

寺 村 遺 跡

南北に続く生駒山系の標高318mの竜王山の付近から派生し、「おちご谷」と呼ぶ谷筋

に沿った北側の尾根筋に旧大字寺の集落が形成されている。

寺村遺跡はこの尾根筋の先端部分の交野市寺 1丁目に所在する。

寺村遺跡周辺の遺跡としては、まず同遺跡から西側を見下ろした所に前期後半から

中期後半の古墳である車塚古墳群や、現在の寺の集落が形成される前に存在し、大水

によって消え去ったとされる古い寺村の集落跡である今井遺跡が存在する。また、東

側山麗部分には横穴式石室を有する寺古墳群が存在する。

これまで寺村遺跡における本格的調査はなされていないが、これまで出土した遺物

から、同遺跡は弥生時代から中世にかけての遺肋と推測される。

図 2 調査地位置図 (1)

-3-
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(1)位 置

今回の調査地は、府立交野高校の】ヒ側、市道私部・寺線を東側に向かい」R学研都

市線のガー ドを潜ってすぐ左狽Jの交野市寺南野 1丁目277・ 288番地に位置する。同調

査地は、ほぼ市内全体を一望にして見渡すことができる尾根筋のほぼ先端部分である。

標高は42mである。

調査は、東西 6m、 南北に2mの トレンチを設定した。その後調査の進行に伴い、

トレンチの東側部分から遺構及び遺物を多数検出したため、さらに南側へ 1.5m延長

して調査を実施 した。

図 3 調査地位置図 (2)

-4-
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12)層 序

全体的に花南岩質の砂質土層にて形成されている。

地表下約10cmの表土部分を除けば、下層の第 2・ 第 3層 については、ほとんど土色

に変化が見られず黄灰色系の砂質土が地表下60cmま で続き、調査地東側部分の第 3層

下に検出された溝の部分が、茶灰色を呈すのみである。

尚、各層の堆積については、地形に応じた形で、東側から西側に、北側から南側ヘ

と傾斜しながら堆積する。

――T P 41.4m

0             50cm

"
溝状遺構断面図

~― T P 41.5m

0       1m

"
北側断面図

―
              

― TP引 .5

0       1m

"
東側断面図

1盛 土
2 淡黄灰色砂質土
3 黄灰色砂質 E
4 茶灰色砂質土
5 茶灰色砂質土 (礫混り)
6攪 乱

図4 調査地断面実測図

-5-



(3)遺 構

調査地東端部分で、北東方向から南西方向へ続 く溝状遺構 1条 を検出した。遺構は、

幅約50cmで、最深部は30cmを測る。

この溝状遺構は、わずか 3.5mの部分を調査 しただけであったが、遺構内より弥生

時代後期から古墳時代前期の土器を多量に出上 した。遺構の性格については不明であ

るが、同遺構からは前記の時期以外の遺物は検出されず、このことから同溝状遺構は

古墳時代前期頃まで機能していたものと推定される。

14)遺  物

本調査地からは、調査面積の狭いのにもかかわらず、弥生時代後期から中世に至る

数多くの遺物を出土したが、ここでは主要なものだけを以下の出土遺物観察表にまと

めて掲載 した。

0        1m

-6-



表2出 土 遺 物 観 察 表

番 号
器  種
図版番号

法量 (cm) 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

η

高 郭

(杯部)

復元口径 261

残存器高 48
体者Ⅲよゆるやかに内弯し、口頸部は

外反し、端部Iよ丸い。

マキアゲ成形

外面 ヘラミガキ
内面 ヘラミガキ

艦
鯛
　
賊

1～ 5mm程度の砂粒を多く合む

外面橙(2 5YR6/6)

内面橙(2 5YR6/6)

良好

反転復元

2

杯

調

一品
硼

低径  169
残存器高 92

脚部は下外方に下がり裾部は外反す

る。端部は内傾する平面を有す。

3方向に円孔を穿つ

マキアゲ成形

外面 ヘラミガキ
内面 裾部ナデ 指頭圧痕
しばり目

胎土 微小の砂粒及びl mm程度の長
石を合む

色調 外面にぶい橙(7 5YR7/4)
内面にぶい橙(7 5YR7/4)

焼成 良好

3

杯
罰
一島
側
復元底径 185

器  高 99
脚吉Ⅲよ下外方に下がり、据部は外反

する。端部は内傾する平面を有す。

4方向に円孔を穿つ。

マキアゲ成形

外面 ヘラミガキ
内面 ナデ

艦
鯛
　
賊

1～ 2mm程度の砂壮を含む

外面にぶい芸造(10YR7/21

内面に/bNい黄橙(10YR7/2)

良好

4

高 杯 醒
離
絡

体部はゆるやかに内弯し、日頸部は

外反して、端部は平面を有す。

脚部は下外方に下がり、裾部は外反

する。端部Iよ内傾する平面を有す。

脚部の3ケ所にそれぞれ4本の沈線

を有し、3方向に円孔を穿つ。

マキアゲ成形

外面 杯部 口縁部 ヨコナデ
底 部ヘラミガキ

脚部    ヘラミガキ
裾端部   ヨコナデ

内面 杯部    ヘラミガキ
脚部    ヨコナデ

艦
鯛
　
賊

1～ 2剛程度のひ粒を含む

外面にぶい褐(7 5YR6/3)

内面にぶい掲(7 5YR6/3)

良好

5

器 台 復元口径 222

復元底径 162

器  高151

□頸部は外反して、端吉Ⅲよ平面を有

す。

裾部は外反して下がり、端部は平面

を有す。

マキアゲ成形

外面 ハケ調整
内面 ハケ調整
し|ぎり目

土

調

　

成

胎

色

　

焼

微小砂粒を多量に含む

外面にぶい橙(7 5YR7/3)

内面にぶい橙(7 5YR7/3)

良好

反転復元

6

短頸亜 口径  120
体部最大径

278

残存器高 250

受口状口縁で端部は丸しl。

体部は内弯して下がる。

マキアゲ成形

外面 口頸部櫛描列点文と9条の沈
線を有す。

体 部ヘラミガキ
内面 ハケ調整

胎± 1～ 2mm程度の長石を多量に合

む。

色調 外面 赤橙(10R6/6)
内面 赤橙(10R6/6)

働或 良好

7

士空
醐
脚

口径  126
底部径 46
残存器高

(口頸部)49

(底 部)28

口頸部は外反してのび、端部は平面

を有す。

頸部はゆるやかに弯曲し、体部は下

外方に下がる。

底部はドーナツ底を呈す。

マキアゲ成形

外面に指頭圧痕

その他象I落不明

胎± 1～ 3mm程度のひ位を多量に合

む。

色調 外面 橙(2 5YR7/8)
内面 橙12 5YR7/8)

焼成 良好

8

士里

醐

脚

復元口径 118

残存器高 35
口頸部は上外方にのびる

端部|よ平面を有す。

マキアゲ成形

外面 ハケ調整の後、ヨヨナデ
内面 ヨコナデ

胎土 05～ 1 5mm程度の砂粒を含む

外面 にぶい橙(7 5YR7/4)
内面 にぶい橙(7 5YR7/4)
良好

色調

焼成

反転復元

9

空

(□顆部)

(体部)

復元口径 124

残存器高 62

日頸部はわずかに外反し、端部は平

面を有す。

頸部はゆるやかに菅曲し、体吉Ⅲよ下

外方に下がる。

マキアゲ成形

外面 ヘラミガキ
内面 ナデ
体部 ヘラケズリ

胎± 0 1～ lmm程度の微」砂粒を

含む

色調 外面 浅黄橙(10YR8/3)
内面 浅黄橙(10YR8/3)

焼成 良好

反転復元

餐

(底部)

底 径  39
残存器高 20

底部は平底を呈す。 マキアゲ成形

外面 ヘラミガキ
内面 剣落不明

胎± 1～ 3附程度の砂粒を多量に合

む。

色調 外面 浅黄橙(7 5YR8/3)
内面 浅黄橙(7 5YR8/3)

燒成 良好

黒斑

五

億

底 径  44
残存器高 41

底部は平底を呈す。 マキアゲ成形

外面 底部に指頭圧痕
内面 制落不明

胎± 05～ 1 5mm程度の砂粒を多量

に含む。

色調 外面 にぶい赤掲(5YR5/4)
内面 にぶい橙 (7 5YR6/4)

焼成 良好



番 号
器 種
図版番号

法量 (cm) 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

部

士空
は

底部径 42

残存器高 22
底部は平底を皇す。 マキアゲ成形

外面 タタキ 他はヨコナデ
内面 ナデ

土

調

　

成

胎

色

　

焼

1～ 2mm程度の砂粒を合む。

外面 橙(7 5YR7/6)
内面 灰(N4/)
良好

空

(底部)
部
弼

底

残

52
78
底部はドーナツ底を呈す。 マキアゲ成形

外面 体吉Ⅲよヘラミガミ、底部に指
頭圧痕あり

内面 ハケ調整
指頭圧痕

胎± 4～ 2剛の砂粒を含む。

色調 外面 浅黄橙(10YR3/3)
内面 にぶい橙(7 5YR7/4)

焼成 良好

反転合成

黒斑

養 復元□径 164

復元体部最大

径   160
残存器高 196

国縁部は上外方にのび、端部は平面

を有す。

頸部|よゆるやかに弯曲する。

体部は、ゆるやかに内反して長BR形

を呈す。

マキアゲ成形

外面 口頸部は横ナデ
体部は平行タタキ

内面 体部は横ナデ

胎± 1～ 3mm程度の砂粒を多量に合

む。

色調 外面 明褐灰(5YR7/2)
内面 に′いい橙(7 5YR6/4)

焼成 良好

甕

(底部)

底部径 42

残存器高 66
体部は、上外方にのびる。

底部はあげ底を呈す。

マキアゲ成形

外面 タタキ
内面 ハケ調整

土

調

　

成

胎

色

　

焼

05～ 2mm程度の砂粒を含む。

外面 に′ざい黄糧(10YR7/り
内面 にぶい黄橙(10YR7//2)
良好

反転復元

鉢

(底部)

器  高 71
復元口径 142

底部径 41

体部はやや内弯してのびる。

国縁端部は丸い。

底部はあげ底を呈す。

マキアゲ成形

外面 指頭圧痕
内面 指押さえの後ナデ

土

調

　

成

胎

色

　

焼

1～ 3mm程度の砂粒を合む。

外面 橙(5YR7/6)
内面 橙(5YR76)
良好

E2

(底部)

復元底径 29

残存器高 62
体部は上外方にのびる。 マキアゲ成形

外面 体部は象」落不明
底部に指頭圧痕

内面 ハケ調整
指頭圧痕

胎± 1～ 2脚程度の砂粒を含む。

色調 外面 橙(5YR8/7)
内面 浅黄橙(7 5YR8/6)

焼成 良好

甕

(日願部)

復元口径 194

残存器高 38
口頸部は上外方にのびた後屈曲し、

ほぼ垂直にのびる。

端部|よ平面を有す。

頸部はくの字形に屈曲し、体部は下

外方に下がる。

マキアゲ成形

外面 回縁部は櫛描列点紋と横ナデ
頸部に四本の沈線

内面 横ナデ

胎± 01～ lm程度の砂粒を多量に

含む。

色調 外面 淡橙(5YRレ0
内面 浅黄橙(7 5YR8/3)

働或 良好

反転復元

弩

(日票部)

復元口径 184

残存器高 45
口頸部は外反してのびる。

端部は平面を有す。

頸部Iよくの字形を呈す。

マキアゲ成形

外面 口頸部はハケ調整
内面 ヨヨナデ

胎± 05～ 4mm程度の砂粒を多量に

合む。

色調 内面 淡黄橙(10YR8/3)
外面 淡黄橙(10YR8/3)

焼成 良好

反転復元

甕

(日縁部)

復元口径 162

残存器高 32
口縁部はやや外反してのびる。

端部は平面を有す。

頸部はくの字形を呈す。

マキアゲ成形

外面・内面とも象1落不明

胎± 05～ 2帥程度の砂粒を多量に

合む。

色調 内面 灰白(2 5YR8/2)
外面 灰白(2 5YR3/2)

焼成 良好

反転復元

奏
(口頸部)
復元□径 152

残存器高 30
回頸部はやや外反してのび、端部は

丸い。

マキアゲ成形

外面 ヨコナデ
内面 ヨコナデ

胎± 05～ 2mm程度の砂粒を多量に

合む。

色調 内面 橙(5YR7/6)
外面 橙(5YR7/6)

陶戎 良好

反転復元

弩

(日票部)

復元回径 188

残存器高 35
口頸部は外反してのびた後、屈曲し

上外方にのびるe

端部は丸しl。

マキアゲ成形

外面 ナデ
内面 ヨヨナデ

胎± 1～ 2mm程度の砂位を多量に含

む。

色調 内面 浅黄橙(10YR8/3)
外面 浅黄橙(10YR3/3)

焼成 良好

反転復元

養
醐
爛

復元日径 166

残存器高 57
口頸部は、上外方にのびる。

端部は丸しl。

頸部は、ゆるやかに属曲し、体部は

下外方に下がる。

マキアゲ成形

外面・内面とも剥落不明

胎± 1～ 4剛程度の砂粒を多量に合

む。

色調 内面 橙(5YR6/6)
外面 橙(7 5YR7/6)

焼成 良好

反転復元
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番 号
器 種
図版番号

法量 (cln) 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 胎土・色調 。焼成 備 考

金

調
土
は
復元日径 176

残存器高 56
口顕部Iよやや内傾してのび、端部は

平面を有す。

つばは水平にのびる。

マキアゲ成形

外面 ヨコナデ
内面 ヨコナデ

胎± 1～ 2mm程度の砂粒を含む。

色調 外面 灰(N5/)
内面 灰(N5/)

焼成 良好

反転復元
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出 土 遺 物 実 測 図 (2)
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図 6



図 6 出 土 遺 物 実 測 図 (3)
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(5)ま  と め

調査の結果をまとめると次のとおりである。(1)溝状遺構は、地形に応じて北東から

南西に傾斜 して続き、遺構内からは、弥生時代後期を中心に限られた時期の遺物を出

土する。(2)溝状遺構上層の第 2・ 3層からは(1)に続く時期の遺物は僅かであり、中世

の遺物を中心に出土する。俗)中世以降の遺物は、ほとんど出土しない。以上のことか

ら、同調査地付近では、弥生時代後期になって人が住むようになり、その後、古墳時

代になると他の場所へ移り、中世になって再び人が住むようになるが、その後伝説の

とおり再び他の場所へ移っていたことが推測される。

―-12-



第 3章 交野君Б衛追跡調査報告

交 野 郡 衛 跡

交野市の天野川流域には、私市の天田榊社の付近を一条とし、枚方市駅付近を十条

とする条里制が存在 したと推定されている。

この条里制のちょうど真中の五条にあたる所が交野市郡津である。郡津はかって郡

門と書いて “こうづ"と 呼んでいたことや、地名の中にも “くらやま"な ど条里制の

なごりを偲ばせるものが残っており、また市内でも最も古い寺のひとつである長宝寺

が建っていたことや、古道である東高野街道及び磐船街道が交差するところでもあり、

古代からこの地域における交通の要衝であったところである。このようなことか■口 I

I郡衡 |の存在が推定されている。

これまで交野郡衡肋については、1974年 から3回ほど現在の郡津神社の位置を中心

に発掘調査が実施 されているが、その存在を確認するには至っていない。

図7 調査地位置図 (1)
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(1)位 置

本調査地は、交野市立郡津小学校の正門から70m程北東の交野市郡津 1丁目377番

地内で、東側の台地部分と、西側の天野川流域の低地部とのほぼ中間に位置する。標

高は20mである。

調査は、調査地の南側に10m× lmの第 1ト レンチと北側に17m× lmの第 2ト レ

ンチを設定し調査を実施 した。

図8 調査地位置図 (2)
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(2)層 序

層序については、第 1・ 第 2ト レンチとも基本的には、同様な堆積を形成する。

地表下40cmま では盛上であり、その下位に旧耕作層である第 2・ 3。 4層 がほぼ整

然と堆積する。遺物包合層である粘質土混 じりの第 5層は、約40cmの 厚さをもって第

4層下に堆積する。第 5層の下位は、この地域に広く分布する黄色粘土質の地山とな

る。

T P20.2m

―T P20.2m

第 1ト レンチ東側断面実測図

T P 20.2m

盛 土
旧耕作土

淡青灰色土

第2ト レンチ南側断面実測図

淡黄灰色粘質土

4・A色混りの淡黄灰色粘質土

黄色粘土層

図9 調査地断面実測図

(3)遺  構

今回の調査では、第 2ト レンチから旧畦溝の杭列遺構を検出したのみであった。

―-15-―



(4)遺 物

同調査地の遺物包合層から出土した土器類は、土師器及び須恵器の細片ばかりで、

時期を特定できる遺物は少ないが、古墳時代後期から奈良時代頃のものと推定される。

尚、格子目文の瓦片が同層上面から出土したが、同時期以降の遺物 (瓦器等)は全く出

上しなかった。

1は鉢の底部で、復元底径13.2cm残存器高 3.9cmを測る。内外面共にヨコナデ調整

をする。胎土は、 4醐程度の砂粒を合み、色調は灰色 (N7/)を呈し、焼成は良好で

ある。

2はコンキの把手である。調整はまJ落不明で、胎土は 1～ 2皿濯度の砂粒を含み、

色調は浅い黄橙 (7.5YR8/4)を呈し、焼成は良好である。

(｀

｀

|[:::::::::::とぃと::::::::::::::!|___!______―――‐‐‐‐―::!:!!|(!!iii'″

/

0            5cm

l…
図10 出土遺物実測図

―-16-―



(5)ま  と め

調査範囲が狭いことや、遺構が検出されなかったため、断定はできないが、出土し

た遺物から考察すると(1)包含層の上層から出土した格子目文の瓦片は、以前南隣りの

水田から出土した瓦と同時期のもので、長宝寺の瓦である可能性もある。(2)第 5層包

合層からは須恵器 。土師器以外の遺物は全く検出されなかった。

以上のことから、同調査地が耕地化されたのは奈良時代以降と推定され、ほぼ同時

期に建てられた長宝寺のものとも考えられる瓦片が、その後になって第 5層上層に堆

積したと推定される。又付近には古墳時代後期から奈良時代にかけての集落が存在し

たことが併せて推測される。
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図版 Ⅱ

遺 物 出 土 状 況
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図版 Ⅵ

(寺村)出 土 遺 物
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図版 Ⅶ

出 土 遺 物 (寺村)

出 土 遺 物 (寺村)



図版 Ⅷ
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図版 Ⅸ
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図版 X

出 土 遺 物 (郡津 )

(郡津)出 土 遇 物




